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育てたい生徒像
１ 知・徳・体の調和のとれた感性豊かで至誠の心を持つ生徒
２ 人権を尊重し，民主的でかつ協和の精神に富んだたくましい生徒
３ 勤労と責任を重んじ，自主的・自立的に行動できる生徒
４ 自己のあり方や生き方について考える生徒

徳島県立小松島西高等学校勝浦校



総 括 評 価 表

重点課題 １
「わかる授業の展開と確かな学力の定着」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ①-1 授業の取組に関するアンケートを実 ①-1 各学期末に授業の取り組みに関す 評定 Ｂ
施し，生徒の自己評価 80％以上を目標 るアンケートを実施し，各ホームルーム Ｂ （所見） ○基礎基本を重視し

基礎的・基本的な知識・技 とする。 における授業の評価や意識について把握 アンケートを実施した結果，期待し た授業の実施
術を習得させるため，指導 することができた。 た結果には至らなかった。今後，授業
方法の工夫・改善を行い， ①-2 ２学期末において，成績不良科目を ①-2 ２学期末現在の成績不良科目保持 内容の向上や生徒の学ぶ意欲の改善な ○教室の美化など学
生徒の学力の定着と向上を 保持している生徒数が全体の 15％未満 者は４１人で全体の３３．８％となった。 Ｃ ど授業に前向きに取り組むことができ 習環境の整備
図る。 を目標とする。 るような指導をおこなっていきたい。
（下位組織レベル） ①-3 長期休業中における課題（5教科）の ①-3 春休み中の課題提出 ９０．４％ ２学期末における成績不良科目の保 ○提出物や授業に取

提出率 100％を目標とする。 夏休み中の課題提出 ８７．９％ Ｂ 持者は全体の約 1 ／ 3 で，目標を達成 Ｂ り組む態度につい

①基礎学力の向上 冬休み中の課題提出 ８１．４％ することはできなかった。締切までに ての継続的な指導
平 均 ８６．６％ 課題を提出することもあわせて，粘り

②指導技術の向上と評価方 ②-1 教員相互の授業見学会(仮称)を学期 ②-1 学期に１回，授業見学会を実施し， 強く指導をおこなっていく必要がある
法の工夫・改善 に 1回実施し，指導力の向上をはかる。 教師の指導力向上や生徒の授業に取り組 Ａ と考えられる。 ○年間学習指導計画

む様子を観察することができた。 年間学習指導計画に関しても，生徒 の改善
③授業時間の確保 ②-2 年間学習指導計画における評価基準 ②-2 作成した年間学習指導計画に基づ の実態に合わせて授業内容や評価方法

（評価方法）を検討し，評価方法の改善 き授業を実施し，各学期末には各科目に Ａ の見直しをおこなっていきたいと考え
を目指す。 おいて評価することができた。 る。

③ 年間授業実施率 80％以上を目指す。 ③ ３１ＨＲ 実施率 ７９．９％ Ｂ ○学校行事の厳選
３２ＨＲ 実施率 ８０．０％

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見
①-1 学期末にアンケートを実施して集計 ①-1 各学期末に教務課がおこなったア ①-1 残念ながら目標を達成することがで 日々の学習の中で，「わかった」「で
結果を各クラスに表示し，生徒の授業 ンケートを比較すると，授業の雰囲気は きなかった。次年度は教務課より生徒の授 きた」という喜びを感じられるよう ○アンケートの継続
に対する意識や学習意欲が向上するよ 良くなってきていることが分かった。授 業に対する意識や学習意欲が向上するよう にしてほしい。
う情報発信をおこなう。 業内容の満足度は約７０％であった。 な情報発信をおこないたい。 そのことにより，学習意欲が高ま

①-2 ２学期末で成績不良者が減少するよ ①-2 考査前の全校集会において，提出 ①-2 成績不良科目になってしまった原因を り自分の成長を自覚できる。
う全校集会等において，授業への取組， 物を締切までに出すこと，授業に取り組 生徒自身に考えさせ，年度末には単位を習 ○担任と教科担当教
提出物に関する指導を実施する。 む態度も評価につながることを説明する 得することができるよう担任，教科担当教 員との連携の継続

全体指導をおこなった。 員と連携して指導していきたい。
②-1 授業見学会後に職員によるアンケー ②-1 授業見学会をおこなうにあたり， ② 生徒にとって「わかる授業」をおこな 他の教科の授業を見学することは
トを実施し，職員の指導力及び授業の ワークシートを作成して，先生方からの うためには教材研究などの準備がたいへん とてもいいことであると思う。研究
質の向上につながっているか，検討す 意見やアドバイスを伝達しやすいように 重要になってくると思われる。ＩＣＴを活 授業・公開授業等を実施して，教科 ○授業見学会の継続
る。 工夫した。 用するなどして生徒に興味・関心を持たせ を越えて多くの教師が参加できる有

②-2 各科目で作成した年間学習指導計画 ②-2 今年度，各ホームルームごとの年 生徒が意欲的に取り組む授業を計画，実施 意義なものに発展させてほしい。 ○校内研修として，
を各教室に置き，生徒に公開する。 間学習指導計画を作成することができ する必要がある。 研究授業の実施

た。次年度以降，改善を加えたものを生
徒に公開したい。

③ 学校行事の見直しを行い，日程の調整 ③ 先生方の出張等による授業の振替え ③ 出張，年休等でどうしても授業変更が 普通科の教員が減少しているよう
等を徹底し，振替え補充授業を確実に実 を実施したが，一部は自習をお願いする 必要になるが，できるだけ自習にならない であるが，教科を越えて基礎的・基 ○授業時数の確保
施する。 こともあった。自習課題は教科の先生方 ように引き続き振替え補充授業の実施を計 本的な知識や技術を習得させてほし ○学校行事の開催時

に作成を依頼しているが，急な授業変更 画する必要がある。 い。 期等の検討
もあるので教務課としても自習課題を準 また，学校行事についても考査などに支 ○教務課による自習
備しておきたい。 障がないよう計画していきたい。 課題の作成



総 括 評 価 表

重点課題 ２
「豊かな人間性の育成と人権教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ①-1 人権学習ホームルーム活動満足度 80 ①-1 人権学習ホームルーム学習満足度 評定 Ｂ
％をめざす。 は生徒が 60%，教職員が 80%であり， （所見） ○実施内容の工夫及

教職員の人権学習ホームルーム活動への Ｂ 人権学習ホームルーム活動は生徒の び勉強会の開催
一人一人を大切にし，互い 意欲がやや反映されていないので、さら 満足度を高めるためにも，今後指導内
に思いやり尊重する態度を なる満足度の向上へつなげたい。 容や指導方法の改善、教職員向けの人
育てるとともに，生命や人 権問題研修会等の開催を検討する必要

権を大切にする意欲を培い ①-2 いじめ等に関するアンケートを学期 ①-2 人権問題意識調査を２回おこなっ がある。いじめ等に関するアンケート Ｂ ○同和問題における

実践力を身につける。 に１回実施し，実態を把握し防止に努め た。そのうち１回は同和問題に焦点をあ Ｂ では実態を把握し，防止に努めた。ま 歴史学習の取り組
る。 てた。来年度の学習につなげたい。 た同和問題中心のアンケートから，そ みを検討

（下位組織レベル） ①-3 全学年で道徳教育のホームルーム活 ①-3 年２回，バスマナーについてのホ Ｂ の結果が来年度の効果的な人権問題学
動を計画的におこなう。 ームルーム活動を行った。 習ホームルーム活動につながると考え

①人権が尊重される学習活 ② 教職員研修対象の研修会参加率を 90％ ② 教職員の研修会 校外 60% ている。 ○研修内容の検討
動づくり 以上をめざす。また，その充実感や満足 校内 64% Ｂ また教職員の研修会においては日程

度を 80%以上にする。 充実感・満足度 83% や内容の精選など吟味する必要があ
②教職員研修の充実 る。

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 ○各ホームルーム活
①-1 人権学習ホームルーム活動をおこな ①-1 課からは毎回提示することはなか ①-1 時間を工夫してホームルーム活動担 最近は同和問題を扱うことが少な 動実施前の事前勉
うにあたっては，人権教育課が学年に応 ったが，資料や指導案の工夫などの相談 当者と打ち合わせや勉強会をおこなえば， くなっている。同和問題が理解でき 強会の開催
じた資料を提示する。 に応じた。 より効果的な指導につながると考える。 たなら，すべてに通ずると考える。

①-2 いじめなどに関するアンケートを実 ①-2 ２回目の人権意識調査は今年度改 ①-2 調査結果から同和問題の歴史をよく 人権教育の本質を見失わず，誰も ○実施内容や実施時
施し，実態把握に努め，適切な対応をお 定して，同和問題意識に重点をおき適切 知らない生徒も多かったので，歴史に重点 が安心して楽しく学べる学校づくり 期などの検討
こなう。 な対応をおこなった。 を置くホームルーム活動が必要である。 に努めてほしい。

①-3 道徳教育のホームルーム活動を実施 ①-3 行事の関係で全学年統一の指導案 ①-3 バスマナーの向上・啓発はできた。 ○実施内容や実施時
する際には全学年の統一の指導案を作成 でホームルーム活動はおこなえなかった 来年度は全学年統一の指導案で道徳教育の 期などの検討
する。 が，バスのマナー等の公共道徳のホーム ホームルーム活動をおこないたいと考える。

ルーム活動をおこなった。
②-1 校外の研修会には，教職員が少なく ②-1 校外の研修会参加率 60% ②-1 全教職員が校外の研修会に参加でき 教師自身が自らの資質・能力を高 ○計画的な実施及び
とも年間１回以上参加するようにする。 るように計画したが，他の出張や校務と重 め，自信を持って「人権」問題を語 効果的な研修内容

②-2 校内の研修会を年間 2 回以上実施す ②-2 校内の研修会を３回実施した。 なることがあり，60%の参加率となった。 れるようになってほしい。 を検討
る。 ②-2 予定どおり３回実施できた。

②-3 特別支援教育の理解を深めるために， ②-3 研修会を１回実施した。 ②-3 生徒の「学校生活チェック」をおこ ○実施内容の検討と
年間 1回以上研修会を実施する。 ない，それを元に個別に焦点を当てた研修 関係機関とのスム

②-4 特別支援関係機関との連携・相談を ②-4 必要に応じてケース会議を実施し 会を実施することができた。 ーズな連携をおこ
はかり，ケース会議を年間 2回以上実施 た。 ②-4 中学校の聞き取りなどをまとめたも なう。
する。 のや研修会で学んだことを生かしてケース

会議を実施した。



総 括 評 価 表

重点課題 ３
「キャリア教育の推進と進路希望の実現」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ①-1 卒業時における生徒の進路決定率 95 ①-1卒業時における進路決定率 90％ 評定 Ｂ ○進路について考え

％以上をめざす。 Ｂ （所見） る機会を増やす。
望ましい職業観・勤労観及 ①-2「勝浦塾」就業体験学習自己評価肯定 ①-2「勝浦塾」については自己評価 早い時期から一人ひとりの進路状況
び職業に関する知識や技能 率 80％以上，参加率 80％以上をめざす。 肯定率 96% 参加率 100％ Ａ に応じて個人面談を実施し，落ち着い ○仕事を体験するこ
を身につけさせ，主体的に ②総求人数 250 人以上をめざし，60 社以 ② 総求人数 ５４７ て将来について考えることができるよ との意義を伝え，

進路を選択する能力と態度 上企業訪問を実施する。 訪問企業数 １０２ Ａ うになった。 Ｂ 「勝浦塾」への参

を育てる。 ③取得資格数 ③刈払機取扱作業者安全教育 就業体験・企業訪問を通じて進路を 加を呼びかける。
１年生対象に実施する刈払機取扱作業 資格取得率９０% 41名 考える機会をもてた。

者教育の資格取得率 80％以上をめざす。 農業技術検定 3級合格率 Ｂ 資格試験については，その重要性を
２年生，３年生対象に実施する農業技 ２年生・３年生の農業技術検定につ 生徒に知らせることができ，生徒一人

（下位組織レベル） 術検定３級の合格率 70％以上をめざす。 いては合格者はいなかった。 ひとりが真剣に取り組む事ができ個々
の将来に向けた活動ができた。

①組織的なキャリア教育の
推進 活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 ○就業体験学習の継

①-1 ９月に「勝浦塾」就業体験学習をお ①-１「勝浦塾」については、本年度は ①-1 会社企業見学を実施し，勤労観が育成 2 年生全員で徳島県の大手の企業 続実施
②企業訪問と求人開拓 こない，受入事業所からの助言をもらう。 ２年生全員を対象に企業見学を実施し， された。また「収穫祭」でその成果や感想 を見学に行くことにより，会社の実 ○参加者が増加する

１０月にその成果を発表する。 企業から進路に向けた指導助言をいただ などを報告し，より意識が高まった。 態や実務を知ることは有意義である。 ように，１年次か
③資格取得の奨励 いた。全員参加で計画した。 また得た成果を報告し，生徒自身の らの指導を行う。

①-2 職業理解・職業体験のため分野別の ①-2 各学期に職業ガイダンスを実施し ①-2 職業ガイダンスを実施することで，仕 気づきや意識の向上につながってい ○事前指導・事後指
職業ガイダンスを学期に１回実施する。 た。さらに職業講話・面接練習を実施し 事を体験でき個々の職業について知ること る。ガイダンスについても，より多 導の充実

た。校外でのガイダンスも実施。 ができた。 くの職種を体験させてあげてほしい。
②-1 進路指導課・３年学年団を中心に５， ②-1 進路課を中心に企業求人に向けて ②-1 新規企業の開拓により新しい求人も増 多くの企業と信頼関係を結び，求 ○企業と生徒とのマ
６月に企業を訪問し，新規企業の訪問を の企業訪問を実施した。20%の新規企業 えてきた。まだまだ，県内においては求人 人獲得に努めてほしい。 ッチングができる
20％以上増やす。 の訪問を実施した。 は厳しいものがある。 ような指導

②-2 ホームルーム活動，授業等を通じて ②-2 各学期において進路指導について ②-2 進路指導等の授業を通じて，将来を考 将来，自分の得意なことを生かせ ○将来について考え
の進路指導を年３回以上おこなう。 のホームルーム活動や授業を実施した。 えさせる機会ができた。今後さらに充実さ られる職業に就くという強い意志を ることができる授

せていきたい。 もたせてほしい。 業展開
③-1 関係機関と連携し，各種検定や資格 ③-1 資格取得に対する意識付けを含め ③-1 関連産業と連携し資格取得に向けた取 資格が進路決定に大きく影響する ○関連産業と連携し
を積極的に取得することができるように 資料提供等を行い啓発に取り組んだ。 組が実施できた。今後合格率の増加に向け 場合もある。簡単な「資格取得ガイ た資格取得の充実
情報提供を行う。 国家検定 3級に４名合格した。 て取組を継続していきたい。 ドブック」をつくって，資格取得の

③-2 農業技術検定の合格率を向上させる ③-2 農業技術検定の受検に対して指導 ③-2 次年度は農業科目において，基礎基本 有効性を周知したらどうか。
ための取組（補習）を実施する。 を行ったが合格者はいなかった。 を重視した授業を行い，合格につながるよ

う指導していきたい。



総 括 評 価 表

重点課題 ４
「基本的生活習慣の確立と規範意識の育成」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ① 年間５回以上全校集会を実施し，頭髪 ① 年間５回以上実施できた。服装，頭 評定 Ｂ 〇 生徒指導規定を見

・服装指導や問題行動防止に向けた生徒 髪についても勝浦校で統一され，共通認 （所見） 直し，全職員が共
愛情と信頼に満ちた人間関 指導面での改善を図る。 識の下，公平な指導が徹底できた。 Ａ 全職員が共通認識の下，生徒にもわか 通意識を持って指
係を構築し，社会の一員と りやすい指導が実施できた。ただ，継続 導をおこなうこと
しての責任と義務を自覚さ 的な改善指導が必要な生徒もおり，次年 ができたので，次
せるとともに，自律心を養 ② 遅刻・無断欠席改善指導については， ② 遅刻・無断欠席指導を毎月１回実施 度以降も粘り強い指導が必要である。 年度以降も共通認

い規範意識を醸成する。 前年度から 10 ％の削減を目指す。段階 した。その結果２学期終了時点で，前年 遅刻・無断欠席改善指導を月１回実施 Ａ 識を持ち，公平で

に応じて保護者面談等を実施する。 と比較して 10 ％削減できた。次年度も B した結果，授業遅刻については減少傾向 統一された継続的
継続続して実施していきたい。 がみられた。しかし学年により差異があ な指導を実施する。

り，また特定の生徒が繰り返し指導され ○遅刻・無断欠席改
（下位組織レベル） ③ 校内，校外における交通安全講習会を ③ 交通安全講習会を年間２回実施でき る例もあることから，次年度以降も継続 善指導については，

年１回以上，運転技能向上講習会を年１ た。小松島警察署，県警とも連携を図り Ａ 的な取り組みが必要であると考える。 実施方法の改善や
①頭髪・服装指導の徹底 回以上開催する。 原付実技講習を実施した。また，交通事 交通安全については，重大事故は２年 見直しを行い，よ

故遺族の方からの講演も実施した。 続けて０件，その他軽微な事故も激減し り効果的な方法で
②基本的生活習慣の育成 ④ 防災クラブを創設し，年１回以上地域 ④ 防災クラブが中心となり，勝浦校を ている。 実施する。

と連携した活動を実施し，防災教育の充 会場として勝浦町合同防災訓練を実施し Ａ 防災クラブについては，地域と連携し ○地域の防災拠点と
③交通事故の防止と通学マ 実を図る。 た。 た合同防災訓練を実施するなど積極的に しての整備を推進
ナーの向上 活動を実施することができた。 する。

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 ○継続的に実施
④防災教育活動の充実を図 ① 各学期の節目に全校集会をおこない， ① 計画通りに全校集会を実施し，全校 ① 計画的に全校集会，定期的な学年集会を 生徒に校則の意味や必要性を十
る。 ＨＲ，学年，学校全体で共通意識を持ち 統一した頭髪服装指導等の指導を実施で 実施することで，問題行動等の減少につなが 分に理解・納得させて，教員全員

連携を図りながら，効率的で公平な指導 きた。 った。 が連携し指導している。ぜひ続け
をおこなう。 てほしい。

②-1 朝のあいさつ運動や，日々の学校生 ②-1 朝のあいさつ運動の継続実施や， ②-1 朝のあいさつ運動についても継続実施 とても気持ちがよい。雨のとき ○生徒の学習環境整
活全般，農業教育をとおして生徒，保護 農業実習等での校内の樹木管理，美化活 できた。また校内の樹木管理，美化活動を積 や寒い朝は大変であると察するが， 備に向けて校内整
者，教員間のコミュニケーションを密に 動をおこない学習環境整備に努めた。ま 極的に推進できた。生徒の学習環境の整備に ぜひ継続してほしい取り組みであ 備の推進
し，生徒の基本的生活習慣の育成をおこ た生徒，保護者との意見交換を積極的に ついては，各施設が老朽化しており予算的に る。
なう。 おこなった。 厳しい面もあるが，計画的に更新，整備をお

こなっていきたい。
②-2 月１０回以上の生徒を対象に，学校 ②-2 毎月１回，遅刻改善指導を計画的 ②-2 遅刻改善指導を実施した結果，授業遅 遅刻常習者は何らかの問題をか ○遅刻・無断欠席改
全体で遅刻改善指導を実施する。 に実施できた。 刻については減少傾向にあるが，学年により かえていることが多いのでは。常 善指導の方法の改

減少値に差異があり，次年度以降も改善が必 に生徒に寄り添って，基本的生活 善
要である。 習慣を身につけさせてほしい。

③-1 バス通学状況の把握と改善指導を常 ③-1 各学期に１回，バスに乗車し指導 ③-1 昨年と比較してバスのマナーは向上し バス通学指導は，公共のモラル ○バス会社，地域の
時行い，バス会社や地域，家庭と連携し するとともに，朝の校門指導でバス運転 ているが，本年度もバス会社からの改善要望 を教える良い機会である。 方々との協力体制
た指導を実施する。 手と情報交換をおこないマナー向上に努 があったため，次年度も継続指導が必要であ 最近は自転車の運転マナーの向

めた。 る。 上が叫ばれている。一番は事故が
③-2 駐輪場の整理・整頓，年度当初の車 ③-2 生活交通委員による駐輪場，バス ③-2 交通事故件数は減少しているが，次年 ないというのが大切であるので， ○校門前の車線の黄
体検査，校内外の交通安全教室の開催， 停の清掃活動，年２回の交通安全講習会 度は更に減少できるように指導を継続してい 自分の命は自分で守るということ 線区間延長，横断
全てのバイク通学生徒を対象とした年１ を実施した。県交通機動隊の実技指導を きたい。外部講師による実技指導や地域の交 を教え込んでほしい。 歩道に点滅信号設
回以上２輪車実技安全講習等を実施し， １回，小松島警察署の実技指導を１回実 通安全運動参加により，生徒の交通安全意識 町も引き続きダイヤ改正や増便， 置などの要望
運転技能向上と，交通安全の規範意識を 施した。 が向上した。次年度も継続実施していきたい。阿南方面の運行などを要望してい
高める。 きたい。 ○本年度の活動を検

④ 防災クラブを創設し，学校の特色をい ④勝浦校を会場として，７月に勝浦町合 ④地域の防災拠点として，現在の活動を継続 証し，改善しなが
かし，地域と連携した活動を展開する。 同防災訓練を実施した。また農産物を利 するとともに，次年度は施設面での整備を中 ら活動を深化させ

用した炊き出し訓練を実施するなど年間 心に活動を継続していきたい。 る。
を通して活動できた。



総 括 評 価 表

重点課題 ５
「特別活動の活性化と環境教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ①-1生徒の特別活動満足度 90％をめざす。 ①-1 体育祭・文化祭・収穫祭の平均満 評定 Ｂ ○全体の計画・立案

足度 93％ Ａ （所見） の迅速化
創造的な活動を通して集 ①-2 朝のあいさつ運動を毎日実施し，平 ①-2 昨年に比べ参加率が下がった時期 学校行事の面においては，生徒会を
団，社会の一員としての自 均参加者数 8名をめざす。 があり，目標を達成することはできなか Ｂ 中心に活動が円滑におこなわれ，満足 ○特活課と農業科，
覚を深め，よりよい生活， った。 度も高いため一定の成果が得られたと 各担当との連携
環境づくりに主体的に取り ①-3 農業祭における来場者数 500 名をめ ①-3 収穫祭の来場者数 525名 Ａ 思われる。ＨＲ活動については，体育
組む意欲と実践力を育て ざす。 目標を達成することができた。。 祭や収穫祭の学年別バザー等，より生 ○１年生の希望制入

る。 ①-4 生徒会行事の度に学校 HPに掲載し， ①-5 学校行事の予告や結果について， 徒が主体性を持って参加できるように Ｂ 部について。

情報発信と，生徒会活動への理解と協力 ホームページに毎回掲載した。今後はよ Ａ 働きかけていく必要がある。
を促す。 り内容を充実させたい。 部活動については，１年生の入部を ○部活動の精選

② 部活動の教育貢献度について教職員・ ② ２月末にアンケートを実施予定であ 希望制にしたため入部率や参加率の低
（下位組織レベル） 保護者・生徒の満足度 90％をめざす。 る。 Ｂ 下が見られた。今後，改善が必要であ ○グランドを利用し

る。また人数不足により活動していな た部活動の模索
①生徒会活動・ＨＲ活動の ③-1 ゴミ箱の設置方法を工夫し，ゴミの ③-1 分別が徹底できていない面も見ら Ｂ い部についても精選する必要があると
活性化 分別の徹底を図る。 れたが，一定の成果もあった。 思われる。 ○校内美化活動など，

③-2 校内清掃活動に取り組み，生徒会役 ③-2 参加率 68％。 環境面については，ゴミの分別の徹 環境教育について。
員の参加率 70％を目指す。 定期的に清掃活動に取り組んだが，参加 Ｂ 底を図るためにゴミ箱にマークをつけ

②部活動の充実・活性化 する生徒に偏りがあった。 る工夫をおこない，一定の成果もあっ
たが，まだまだ徹底不足である。

充実 活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 ○生徒会以外の生徒
①-1 本校の伝統となっている挨拶運動を ①-1 実施時間を遅らせたことでバス通 ①-1 学校近隣の住民の方々からも認知を 生徒会が 3年生から 2年生に引き が参加しやすい雰
引き続き実施する。参加者を増やすため の生徒も含め，あいさつ運動に参加しや 受けるようになってきた。冬場や雨天時の 継がれ，人数も増えているようであ 囲気の醸成
に，生徒会や生活委員会に強く呼びかけ すくなった。しかし生徒会や生活委員会 参加者，生徒会以外の参加者の増加をはか る。元気なあいさつは地域に力を与
ると共に，有志を募る活動を行う。 のメンバーのみで，全校的な広がりは見 りたい。 えてくれている。喜ばしいことだ。

られなかった。
①-2 生徒による新しい活動の企画・運営 ①-2 体育祭において，生徒発案による ①-2 新しい種目など好評な面もあったが， 少人数の学校ではあるが，生徒た ○新種目の考案
が図れるよう指導する。 新種目を企画し好評であった。 用具の不具合など反省点もあった。また内 ちは知恵を絞り存分に楽しんでいる

容の精選も必要である。 ようだ。クラス・学年を越えてコミ
①-3 学校行事への主体的な参画が図れる ①-3 学年集会を５回実施し，主体的に ①-3 学年ごとに意思統一を図ることで， ュニケーションをとり，協働性を育 ○時間数の増加と内
よう指導する。 取り組む環境を設定した。 取り組みやすくなった。 ててほしい。 容の充実

②-1 自然科学部は，農業の授業とも絡ま ②-1 部活動として，農業関係の取り組 ②-1 参加者が固定化されている。より多 試合に出るだけが部活動ではな ○農業科とのより綿
せ，より地域に出て行きやすくするため みがやりやすくなった。 くの生徒が参加しやすいようにしたい。 い。少人数でも目的は達成できる。 密な連携
に，全員参加の部活動の形態を取らせる。 生徒の思いを尊重しながら充実させ

②-2 本校との合同練習を盛んにすると共 ②-2 テニス部は本校との合同練習等盛 ②-2 テニス部の交流は１学期間は継続し てほしい。 ○本校や中学校への
に，地域の中学校に働きかけ，希望者を んに交流している。中学校との取り組み ておこない，成果を上げることができた。 本校との交流も，できることなら 積極的な働きかけ
増やす活動を行う。 はほとんどできていない。 ３年生が引退して以降は部員不足のため交 続けられると良いと思う。

流できていない状態である。
③-1 毎日の清掃時には職員を配置し，ゴ ③-1 職員配置はできたが，ゴミ分別は ③-1~2 一人一人のマナー向上を目指し， エコに対する個々の取り組みや環 ○一人一人のマナー
ミの分別を徹底させる。 まだまだ徹底できていない。 ゴミの分別の徹底を図るために，生徒会を 境問題への参画意識を育ててほし 向上のための方策

中心に呼びかけるなどの活動をしたい。 い。地震に関して，勝浦では地滑り の模索
③-2 生徒会や有志による校内清掃活動を ③-2 定期的に清掃活動に取り組んだが， ・液状化が危惧されている。これら
週１回行う。 参加する生徒に偏りがあった。 を視野に入れた防災教育も必要かも

しれない。



総 括 評 価 表
重点課題 ６
「学校の活性化，産業教育の振興と新しい学校づくり」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ①校外実習活動，交流学習の実施数を年間 ① 校外実習活動と交流学習の実施回数 評定 Ａ
10回以上行う。 （24回） Ａ （所見） ○次年度も継続実施

れまでの教育を創造し，地 ②年間を通して野菜・果樹・草花等を中心 ② 年間を通して 野菜・果樹・草花等 地域に根ざした学校として地域貢

域に根ざした活力と魅力あ に農産物の生産と販売を行う。 を中心に農産物の生産と販売をおこなう 献，環境保全活動や新しい時代に対応 Ａ
る学校づくりを推進する。 ことができた。生産収入も当初予算より Ａ した農業教育を実践してきた。今後も，

増額となった。 地域に根ざした学校として活動してい
③ホームページの更新を月平均 5回以上行 ③ ホームページの更新 月平均 きたい。
う。 （10回） Ａ

①本校教育の地域への還元 活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見
①-1 地元小・中学校・特別支援学校等で ①-1 ひのみね支援学校 1 回（プランタ ①-1~3 日頃学習した農業に関する知識や技 学校農業クラブの活動を通して農

②農場経営の活性化 土作りから栽培管理等について農業支援 ーへの草花苗の定植），横瀬小学校 4 回 術をいかして様々な活動に取り組んできた。業の経営や流通等に関する知識・技 ○校外実習活動，交
を行い交流を深める。（3 回以上） （野菜の定植のための圃場整備やトマト 交流学習や学校間連携では，農業について 術を実践的に身につけてほしい。生 流学習の継続と実

③広報活動の充実 ・ナスの定植，ヘチマ・ヒョウタンの棚 の知識や技術を支援することで生徒自らの 徒一人一人の役割分担と，共同作業 施
作り），上勝中学校１回（草花苗の挿し 学習意欲が喚起され，自信となった。また， によりいろいろな研究活動が進めて ○生徒の自主性・主
木），勝浦中学校１回（草花の挿し木・ 体験をとおしてコミュニケーション能力の いけるように丁寧な指導や助言をお 体性の育成
寄せ植え・無菌操作・トマト栽培につい 向上や本校の取り組みについて理解しても 願いしたい。
て），新野高校や小・中学校間連携（加 らう良い機会となった。今後も生徒の自主 日ごろの学習活動の中で培った知 ○校外での活動を行
茂谷中学校へ災害支援活動として花壇作 性や主体性を育てるように取り組むことが 識や技術を生かし，就職につなげて うための予算確保
り・地球温暖化防止等） 必要である。 ほしい。

（計 8回） 近隣の農家の方と交流を深めては ○施設・設備の整備
①-2地元の病院や介護福祉施設へ出向き， ①-2 勝浦病院（庭園管理・緑のカーテ どうか。 と有効活用の推進
花壇作り等環境整備を行う。（3回以上） ン栽培 15回），勝浦町老人会（コケ玉作

り 1回） （計 16回） ○研究機関や農家等
①-3 病院等に草花苗を提供する。 ①-3 勝浦病院の庭園管理・緑のカーテ の見学や研修。そ

ン栽培のため，ゴーヤ苗・パンジー苗を のための予算確保
提供した。

①-4 ジンリョウユリやリンドウ等希少植 ①-4 ジンリョウユリやリンドウ等希少 ①-4~5 バイオテクノロジーを活用し，絶滅
物の苗の提供，植え付け，観察等増殖活 植物の苗の提供，植え付け，観察等増殖 危惧種や希少植物の保護，保全活動ができ
動を行う。（6回以上） 活動をおこなった。 （計 3回） た。しかし，現地への移動方法や資材の購

①-5 棚田での田植え，稲刈り等保全活動 ①-5田植え，除草，稲刈り等への参加 入等の予算捻出や授業時間の調整が課題で
を行う。（2回） （計 4回） ある。

②-1 地元に期待されている草花や野菜等 ②-1 草花苗やシクラメン，メロンやト ②-1~2 地域に根ざした学校として，また， 毎年の「収穫祭」を楽しみにして
魅力ある農産物の生産を心掛ける。 マト・露地野菜，スダチ・チャンドラポ 農業高校として生産から加工・販売に取り いる町民の方も多い。高校が町にあ

メロ等多くの農産物を小学校や中学校・ 組んできた。そして，地域の農産物及びそ り，若い声がするのはとてもうれし
学校祭・農産物販売所「よってネ市」等 の販売状況についても学習することができ い。さまざまな手段を利用して情報
で販売しみなさんに喜んで頂いた。 た。新鮮で市場価格よりも安く安全・安心 発信し宣伝･広報をおこない，本校で

②-2 地元の農産物販売所「よってネ市」 ②-2 野菜・果樹・草花等多くの農産物 で珍しい農産物が購入できると地域の方々 学ぶ意欲をもつ生徒を獲得してほし
で野菜・果樹・草花等の農産物をあわせ の種類と数量を販売することができた。 からも好評であった。施設・設備の老朽化 い。
て年間 6品目以上販売する。 （計 28品目） における整備と有効利用，狭小な圃場の有

③-1 ホームページの内容を見直し新しい ③-1 記事の内容や見やすさを考えて学 効活用を更に検討していく必要がある。
データに更新する。 校の様子や生徒の活動状況等を紹介し

た。 ③-1~2 ホームページの掲載により学校と地 ○情報発信と宣伝活
③-2 学校と保護者の連携を図るため各イ ③-2 保護者に各行事等についての案内 域社会を繋ぐ大きな接点となった。ホーム 動の充実
ベントに応じて情報の発信を行い説明責 や連絡をしたりホームページでの掲載を ページの掲載を更に勧めたい。
任を果たす。 したりして情報の発信をおこなうことが

できた。


